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金
木
農
協
一
号
倉

庫
で

の
初
検
査
 

今
年
度
産
米
の
初
検
査
が
、
 

さ
る
九
月
二
十

一
日
、
金
木
農

協
と
嘉
瀬
農
協
の
各
倉
庫
で
同

時
に
行
わ
れ
、
こ
の
日
検
査
さ
 

金
木
農
協

一
号
倉
庫
で
行
わ

れ
た
検
査
に
は
、
白
川
忠
雄
さ

ん
（
沢
部
）
の
ア
キ
ヒ
カ
リ
百
 
 

れ
た
六
百
三
十
二
俵
す
べ
て
が

一
等
米
に
格
付
け
さ
れ
幸
先
き

の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
関

係
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
 

六
十
六
俵
が
ズ
ラ
リ
と
巻
か
れ
 

垂
」
．
吐
検
査
を
受
け
る
と
、
殺
刺
 

し
が
無
造
作
に
刺
さ
れ
、
次
々
 

と
検
査
皿
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
 

食
枇
事
務
所
の
検
査
官
が
農

家
の
人
の
見
守
る
中
で
整
粒
、
 

水
分
を
測
定
、
胴
割
れ
な
ど
を

厳
重
に
検
査
。
 
「
一
等
米
」
の

一
声
に
緊
迫
し
た
場
内
は
、
安

堵
の
笑
顔
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
 

白
川
さ
ん
の
ア
ギ
ヒ
カ
リ
は
、
 

四
月
十
五
日
に
播
種
、
五
月
十

九
日
に
植
付
け
し
、
刈
取
り
は

九
月
十
九
日
と
、
早
目
早
目
に

農
作
業
を
進
め
ら
れ
た
も
の
で

五
年
来
の
豊
作
に
拍
卓
を
か
け

ま
し
た
。
 

】
方
、
嘉
瀬
農
協
低
温
倉
庫

で
行
わ
れ
た
初
検
査
で
は
、
須

崎
そ
シ
さ
ん
（
新
誠
町
）
ら
九
 

春
先
き
の
低
温
統
き
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
、
よ
う
や
く
勝
ち

取
ろ
う
と
し
て
い
る
五
年
来
の

豊
作
に
、
今
年
は
限
度
数
量
米

が
十
四
万
七
十

一
俵
で
、
余
り

米
が
相
当
子
想
さ
れ
そ
う
で
す
。
 

今
年
の
減
反
面
積
は
、
千
九
 
 

件
四
百
六
十
六
俵

の
ア
午
ヒ
カ

リ
が
す
べ
て
一
等
米
に
格
付
け

さ
れ
、
詰
め
か
け
た
農
家
の
人

や
関
係
者
は
今
年
産
の
一
等
米

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

百
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
十
九

％
に
当
る
三
百
六
十
三
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
の
転
作
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
水
稲
作
目
は

一
反
歩
当
り
十
三
俵
を
収
穫
し

た
農
家
も
い
る
と
か
で
活
気
立

っ
て
・い
ま
す
。
 

十
月
十
三
日
現
在
の
出
荷
数
 

」m
は
、
 一
等
米
が
十
万
六
千
百

六
十
二
俵
で
全
体
の

9
0・
5
%
 

ニ
等
米
、
三
等
米
を
合
わ
せ
て

十

一
万
七
千
三
百
十
九
俵
に
上

っ
て
い
ま
す
。
 一
等
米
目
標
8
0
 

％
を
大
き
く
上
回
り
、
関
係
機

関
を
安
心
さ
せ
る
一
方
農
家

の

人
も
豊
作
の
手
応
え
を
五
年
ぶ

リ
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

町
内
の
今
年
の
品
種
別
作
付

割
合
は
、
ア
ギ
ヒ
カ
リ
が
ト
ツ

プ
で
9
1％
、
次
い
で
県
の
奨
励

品
種
で
あ
る
む
つ
こ
ま
ち
が
6
 

％
第
三
位
が
、
む
つ
か
お
り
2
 

％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

収
穫
の
秋
 

手

応
え

充

分
 

嘉瀬農協低温倉庫での初検査 

―正しいですか そのー票 金小 6年 角 田 多佳子― 

初
検
査
は
 

す
べ
て

一
等
米
 

限
度
数
量
米
は
1
4万
俵
 

ト
ッ
プ
が
ア
キ
ヒ
カ
リ
 



金木だよ り （2) （第222号） 

第
四
保
育
所
園
児
が

交
通
安
全
に

一
役
 

ーだまされず 自分の心を大切に 金小6年 白 川 こず枝― 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中

（
九
月
ニ
十

一
日

ー
三
十

日
）
の
九
月
ニ
十
八
日
、
町
立

第
四
保
育
所

（
田中
勇
治
所
長
 

I
園
児
七
十
人
）
の
園
児
が
、
 

運
転
者
に
タ
オ
ル
や
ゆ
で
玉
子

を
配
り
交
通
安
全
運
動
に
一
役

か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

稲
刈
り
が
汲
盛
期
だ
っ
た
こ

の
日
、
保
育
所
前
を
通
る
自
動

車
を
駐
在
さ
ん
が
止
め
る
と
、
 

お
母
さ
ん
ら
と

一
緒
に
「
交
通
 
 

安
全
お
願
い
し
ま
す
い
と
大
き

な
声
で
、
約
二
時
間
に
わ
た
り

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
 

喜
良
市
地
区
は
、
今
年
五
月

十

一
日
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ

六
千
日
の
大
記
録
を
達
成
し
、
 

現
在
記
録
更
新
中
で
す
が
、
同

保
育
所
母
の
会

（
木
田
郁
子
会

長
）
ら
が
こ
う
し
た
安
全
運
動

を
日
頃
か
ら
我
が
子
に
教
え
、
 

交
通
安
全
の
認
識
を
高
め
て
い

ま
す
。
 

第
十
六
回
金
木
町
老
人
福
祉

大
会
が
、
さ
る
九
月
十
四
日
に

開
催
さ
れ
、
会
場
の
中
央
公
民

館
は
約
四
百
人

の
お
年
寄
り
で

賑
い
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
黙
藤
に
統
き
国
歌

の
斉
唱
で
始
ま
り
、
主
催
者
の

花
田

一
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
 

「長
生
き
し
て
経
験
豊
か
な
知

識
を
次
代
に
引
き
継
ぎ
指
導
し

て
も
ら
い
た
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

古
川
町
長
の
激
励
の
こ
と
ば

に

続
き
、
大
橋
忠
雄
連
合
会
長
が

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
知
事

顕
彰
や
長
寿
表
彰
の
伝
逮
で
長

寿
を
讃
え
ま
し
た
。
 

金
木
町
の
敢
年
長
は
、
沢
田

き
江
さ
ん

（
若松
町

9
9歳
）
で

男
で
は
今
運
次
郎
さ
ん
（
喜
良

市
）
が

9
6歳
。
九
十
歳
以
上
が

十
八
名
、
八
十
五
歳
以
上
が
一
一
 
 十

七
名
、
八
十
歳
に
達
し
た
長

寿
夫
婦

】
組
が
お
り
、
こ
の
人

違
に
記
念
品
と
表
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

沢
田

き
江

さ
ん

0
9
 

大
会
は
こ
の
あ
と
、
お
年
寄

り
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
作
文

の
優
秀
作
品
、
 
「花
の
大
好
き

な
お
ば
あ
さ
ん
」
 
（
川
倉
小四

年
ー
泉
谷
薫
）
 
「祖
母
を
思
う

気
持
ち
」
 
（
南
中一
年
I
大
橋

史
代
）
 
「私
の
よ
き
理
解
者
」
 

（
金中
三
年
ー
中
村
費
子
）
を

生
徒
児
童
が
朗
読
。
町
内
老
人

ク
ラ
プ
員
に
よ
る
民
謡
手
踊
り

を
見
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
 
 

ご
し
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
お
年
寄
リ
は
次

の
と
お
り
。
 

▽
県
知
事
顕
彰
 
高
橋
常
作
、
 

新
岡
た
け
、
泉
谷
豊
次
郎
、
中

谷
み
の
、
白
川
そ
で
。
 

今

運
次
郎

さ
ん

囲
 

▽
社
会
福
祉
協
臓
会
長
賞

田
中
勇
吉
．
故
桑
田
哲
男
．
古

川
清
右
衛
門
、
斉
藤
亀
吉
、
吉

田
由
五
郎
、
大
佐
賀
三
次
郎
、
 

故
神
島
安
次
、
故
近
藤
元
二
、
 

延
里
盛
人
。
 

▽
九
十
歳
以

上
の
長
寿
者
 

沢
田
き
江
、
大

橋
つ
ね
、
浅
木

似
知
、
黒
滝
善

之
助
、
鳴
海
男

治
、
下
山
ち
勢
、
 

高
橋
常
作
、
新

岡
た
け
、
前
田

タ
ョ
、
泉
谷
豊

次
郎
、
花
田
き

ね
、
山
谷
み
の
、
 

白
川
そ
で
、
佐

野
洪
、
西
村
ふ

よ
、
今
運
次
郎
、
 
 

古
川
と
み
、
三
上
ソ
ョ
。
 

▽
八
十
五
歳
に
連
し
た
長
寿

者
 
山
田
サ
ョ
、
和
田
清
作
、
 

丹
場
イ
サ
、
原
直
次
郎
、
対
馬

い
そ
、
白
川
由
太
郎
、
外
崎
惣

五
郎
、
傍
島
リ
ツ
、
白
川
栄
吉
、
 

笹
田
ミ
ワ
、
泉
谷
ソ
メ
、
白
川

豊
太
郎
、
其
田
栄
作
、
其
田
ヤ

ナ
、
新
谷
カ
ヤ
、
今
コ
ョ
、
沢

田
ひ
て
、
鎌
田
リ
ま
、
野
宮
さ

よ
、
鳴
海
サ
ト
、
鳴
海
イ
サ
、
 

山
中
リ
セ
、
秋
元
ソ
テ
、
今
ハ

ッ
、
芦
田
ト
メ
、
桑
田
豊
吉
、
 

白
川
か
し
。
 

▽
八
十
歳
に
還
し
た
長
寿
者

夫
婦
 
津
田
孫
市
（

8
9）
、
い

ま
（
8
0)
 （
下
鍛
治
町
）
 

第

1
6回
金
木
町

老
人
福
祉
大
会
 

四
百
人

の
お

4
寄
リ
で

賑
、っ
 一

 

あ
な
た
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

▽
金
木
小
学
校
四
年
、
渋
谷
 

▽
三
上
接
骨
院
門
下
生

（
成

奈
津
恵
さ
ん
が
拾
得
金
千
円
を
 
田
孝
道
代
表
）
が
同
院
の
新
築

警
察
署
を
通
し
て
こ
の
ほ
ど
町
 
落
成
を
記
念
し
金
五
万
円
を
寄

に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 



一
 

毅
 

ーえり正す まじめな政治で 豊かな町を 南中 3年 山 中 

一
 
国
民

年

金
に
加
入
 

し

」
よ
し
よ
、つ
 

年
金
制
度
に
は
、
国
民
年
金
 

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
地
方

を
は
じ
め
厚
生
年
金
、
船
貝
保
 

債
と
し
て
町
が
積
立
還
元
融
資

険
、
共
済
組
合
な
ど
八
種
類
あ
 
を
受
け
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
 

り
、
必
ず
ど
れ
か
の
年
金
に
加
 
例
え
ば
公
立
金

木
病
院
は
、
 

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
誰
で
 

二
十
五
億
九
千
六
百
八
十
万
円

も
老
令
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
 
も

融
資
を
受
け
ま
し
た
。
 

ーツ二のー秋 I 

El篇昌畏曹尖豊コ 

働
福
L
嘉
雄
卿
 

▽
卓
球
学
年
別
優
勝
者
 

斎
藤
宏
樹
園
松
川
喜
代
子
図
吉
 

田
智
睦
働
山
中
敬
一
岡
鳴
海
芽
 

久
美
岡
阿
保
圭
三
団
斎
藤
純
子
 

勘
 

▽
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
 

①
金
中
P
T
A
三
勝
②
カ
サ
ブ
 

ラ
ン
カ
二
勝
一
敗
③
嘉
小
チ
ー
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
営
業
案
内
 

▽
1
1月
4
H

（
第
1
日
曜
日

）
 
▽
1
1月
1
8日

（
第
3
日
曜
日
）
 

飯
塚
商
店
 
5
21
5
5
5
5
 

古
万
石
油
 
5
31
2
5
3
4
 

▽
1
1月
1
1日
（
第
2
日
曜
日
）
 
v
1
1月
2
5日
（
第
4
日
曜
日
）
 

三
L
石
油
 
5
21
2
3
7
0
 

黒
川
石
油
 
5
31
2
7
3
2
 

①
喜
良
市
老
人

ク
②
嘉
瀬
老
人

ク
③
金
木
老
人
ク
 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

①
い
い
と
も
チ
ー
ム
②
金
病
B
 

チ
ー
ム
③
金
小
P
T
A
③
旭
ケ

丘
三
区
チ
ー
ム
 

ム
ー
勝
一
一
敗
 

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

「
体
育
の
日
」
 
の十
月
十
日

第
六
回
金
木
町
総
合
体
育
大
会

が
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド
を
始
め
三

会
場
で
開
か
れ
約
五
百
人
の
町

民
で
賑

い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

▽
陸
上
競
技
各
種
目

の
優
勝
者

木
村
公
哉
園
中
谷
勝
美
⑩
前
田

哲
宏
⑨
小
野
正
秀
囲
竹
内
康
修

⑨
長
尾
悟
圏
福
士
卓
義
園
秋
元

一
治
圏
工
藤
由
起
子
卿
田
中
愛

囲
泉
谷
真
奈
美
卿
山
中
亮
子
園

白
川
利
佳
子
囲
泉
谷
美
好
冊
白

川
幸
枝
⑨
泉
谷
真
吏
岬
今
昭
広

囲
木
村
文
俊
図
三
上
孝
宏
団
岡

田
美
奈
子
図
田
中
郁
子
働
藤
本

佳
子
⑨
葛
西
拓
園
前
田
千
佳
f
 

十
月
十
二
日
、
町
朝
野
球
選

手
権
大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
 

A
級
優
勝
の
男
寿
司
ク
ラ
ブ

（
 

県
大
会
第
三
位
）
な
ど
六
チ

ー
 

ム
五
十
三
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
百
三
十
人
が
参
加
。
 

投
打
に
活
躍
し
た
選
手

一
人
一

人
に
表
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

ら
れ
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
 

う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

不
慮
の
事
故

に
会
っ
た
と
き

は
障
害
年
金
や

母
子
年
金
が
受

け
ら
れ
、
中
請

に
よ
っ
て
は
掛

金
の
免
除
制
皮

が
あ
る
国
民
年

金
に
加
入
し
士

し
ょ
、つ
。
 

今
年
度
の
参
加
チ
ー

ム
は
、
 

二
十
三
チ
ー
ム
、
年
を
増
す
ご

と
に
野
球
熱
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
っ
 

【

A
 
級

n
 

①
男
寿
司
ク
ラ
ブ
 
②
ァ
ポ

ロ

吉
崎
 
③
金
木
愛
球
会
 

n
B
 

級
【
 

①
カ
ー
ペ
ン
タ

ー
ズ
 
②
下
山

自
動
軍
 
③
上
町
ク
ラ
ブ
 

（第222号） 

 

(3） 金木だよ‘) 

 

     

   

A
級
優
勝
は

男
寿
司

ク
ラ
ブ
 

今
年
度
朝
野
球
大
会
 



金木だよ り （4) （第222号） 

早
く
大
き
く
な

ー
れ
 

川
倉
児
童
館
園
児
が
鯉
を
放
流
 

Im% 

内
 

．
 

町
 
‘
 

勿 ,n占 

容器配布数 2.625件
回収数 L600件 

【国 収 率 60.9% 
峨
騒
 

柚
％
 

確
％
 

鵬
％
 町 	内 714 0.95 0.3 2.I 

“ 	瀬 426 1.05 0.4 z4 
喜良 市 261 1.13 0.54 2.1 

沢郎 
～神以 75 m

  
0.5 2.0 

川介 
～藤住 124 1.06 a3 乙2 

金本町 1600 1.02 

一
「豊
か
で

住
み

よ
い

町
づ

く
り

あ

ア
ン

ケ
ー
ト

調
査
結

果
そ
の

三
 

藤 金 蒔 藤嘉 神
 
原
 

嘉
 
瀬
 

喜
良
市
 

金
 

金
 

金
 

一
次

辰
三

忠
弘

篤
紀

諭
留

亮
逸

清
人

喜
裕

俊
昭

孝
臣

良
逸
 

枝 木 田 枝 瀬 木 木 木 

3,899世帯＋ 9 

14,342人 ＋13 

6,898人 ＋ 5 

7,444人 ＋ 8 

数
 
口
 

帯
 
男
 
女
 

世
 
人
 

.
 
!
‘
、
・
，《
 

塩
分
濃
度
 

喜
良
市
地

区
は
黄
信
号
 

塩
分
の
取
リ
過
ぎ
は
、
脳
卒

中
の

一
原
因
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
飲
む
み

そ
汁
に
ど
れ
だ
け
の
塩
分
が
含

ま
れ
て
い
る
か
町
の
保
健
婦
が

千
六
百
世
帯
を
対
象
に
調
査
し

ま
し
た
。
 

私
た
ち
が
飲
む
み
そ
汁
は
、
 

濃
い
か
薄
い
か
、
飲
む
人
の
舌
 

芦
野
公
園
に
あ
る
藤
枝
溜
池

に
今
年
も
鯉
の
稚
魚
六
万
尾
を

放
流
し
ま
し
た
。
 

こ
の
放
流
は
、
毎
年
藤
枝
内

水
面
漁
業
協
同
組
合

（
外
崎
明

組
合
長
）
が
藤
枝
養
鯉
組
合

（
 

成
田
平
三
組
合
長
）
の
育
て
た

稚
魚
を
、
組
合
の
義
務
放
流
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
川
倉
児
童
館
の
閑
児
た
ち
 
 で

判
断
し
ま
す
が
、
人
に
よ
っ

て
だ
い
ぶ
異
リ
ま
す
。
ま
た
塩

分
は
、
 一
日
の
消
費
量
に
よ
っ

て
取
り
過
ぎ
か
否
か
判
断
さ
れ

る
訳
で
す
が
、
今
回
み
そ
汁
に

つ
い
て
測
定
し
た
結
果
は
次
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

※
〇
・
四
九
％
以
下
は
、
病
人

食
で

一
・
八
％
以
上
を
続
け
る

と
病
気
に
な
る
可
能
性
大
。
 

二
十
二
人
も
参
加
し
ま
し
た
。
 

晴
天
の
こ
の
日
、
組
合
の
お

じ
さ
ん
が
こ
ぐ
ボ

ー
ト
に
分
乗

し
た
園
児
た
ち
は
三
ー
五
セ
ン

チ
に
育
っ
た
ピ
チ
ピ
チ
は
ね
る

稚
魚
を
そ
っ
と
手
に
し
、
大
は

し
ゃ
ぎ
。
大
き
な
溜
池
に
五
千

尾
余
り
を
放
し
た
あ
と
、
バ
ケ

ツ
に
入
れ
ら
れ
た
残
リ
の
稚
魚

を
全
て
放
流
。
 
「早
く
大
き
く
 

な
ー
れ
い
と
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
組
合
で
は
、
三
ー
四
年
に
 

一
回
鯉
捕
り
大
会
を
実
施
し
て
 

い
ま
す
が
、
そ

の
分
こ
う
し
て

補
充
し
て
い
る

も
の
の

ー
メ
ー
 

ト
ル
級
の
大
鯉

は
め
っ
き
リ
少

な
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。
 

放
流
さ
れ
た

稚
魚
は
、
 一
年

も
経
つ
と
ト
セ

ン
チ
程
に
成
長

し
ま
す
が
、
大
 

東
部
地
域

（
喜良
市
・
更
生

部
落
）
 

(）
内
は
全
体
数
置
。
 

▼
回
収
率
8
3・
2
(7
4・
3
)%
 

▼
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
 

「賃
金
が
安
く
て
も
誘
致
企
業

で
働
け
る
方
が
よ
い
」
と
答
え

た
人
は
5
0・
2

(6
0・
4
)
%
 

で
次
に
「
賃
金
優
先
」
 3
7・
6
 

(2
7・
3
)
％
「
農
繁
期
に
休

め
な
い
の
で
出
稼
ぎ
す
る
」
 7
 

・
 

8

(
 
9

・
 1
)
 
%
 

 

▼
将
来
の
姿
 

「生
活
環
境
の
整
備
さ
れ
た
町
」
 

3
8・
6

（
四
・
8
)
％
「
地
場
 

鯉
に
な
る
ま
で
十
年
位
か
か
る
 

と
い
わ
れ
、
同
組
合
で
は
、
内
 

水
面
管
理
に
気
を
配
っ
て
い
る
。
 

産
業
の
発
展
し
た
町

」
2
7
 

 
（
。
 

(2
8・
2
)
％
「
基
盤
の
整
備

さ
れ
た
農
業
の
町
」
1
3・
6
(
 

2
2・
6
)
%
 

▼
金
木
町
の
居
住
性
 

「
ま
あ
ま
あ
で
あ
る

」
5
0・
 
，
‘
 
 

(4
6・
6
)
％
「
住
み
に
く
い
」
 

2
6・
5

(2
4・
0
)
％
「
住
み

よ
い
」
1
5・
0

(1
9・
8
)
%
 

▼
整
備
を
望
む
施
設
 

「
医
療
施
設
」
1
3・
9

(1
1・

 

4
)
％
「
子
供
の
遊
び
場
」
1
3
 

・

2

(1
4・
2
)
％
「
下
水
道
」
 

1
1
 
o
(1
1・5
)
%
 

お
め
で

と
う
 

三
上
 
亜
矢

中
村
 
千
草

今
 

和
人

古
川
 
裕
晃

角
田
 
麻
依

神
成
 
幸
子

小
山
内
琴
美

外
崎
 
恭
代

黒
滝
 

静

艮
内
美
粧
子

成
田
 
尊
 

r
人
口

と
世
帯
 

（
フ
 ン
レ
う
 
つ
チー
「
一
 

→
才
、Iし
4d

・‘イ
、
一
 ‘ー
 

（
が
競
塑
難
扇

戚
 

（
今
 
和
彦

（
健
三
）
喜良
市
 

〈
白戸
 
弘
子
（
清
則）
本
遺
町
 

自誉 
'II そト 

幸
男

（
責
）
喜
良
市

京
子
（
金次
郎
）
喜良
市
 

順
逸
（
康
喜
）
五
所
市

孝
f
（
明
美）
喜
良
市
 

（
中
谷
 金
義

（
金蔵
）
川
 
倉
 

（
佐
藤ト
ミ
イ
（
善
逸
）
中
里町
 

（
織
毎

一
端
扇振
 

、
須
藤
 
寿彦

（綱
吉
）
五
所
市
 

〈
占川
ト
シ
f
（
兼
圧郎
）
喜良
市
 

お
く
や
み
 

上
藤
 
サ
ョ

（
8
3）
 
川
 
倉

生
井
 
ヤ
ス

（
5
1）
 
嘉
 
瀬

荒
川
 
ト
キ

（
6
5）
 
金
 
本

伊
丸
岡
タ
ケ

（
7
9）
 
喜
良
市
 

一買収をするな されるな この町のために 金中 3年 原 田 愉貴 f- 

  

田
 

 

ま
 

め
 

じ
 

・

一
 

 

亜矢ちゃん 

8 月21日生まれ 

体重 3,050g 

神原 

三上一次長女 

 

  

9 月31日現在前月い 
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